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　平成19年12月の社会福祉士及び介護福祉士法の改正に伴い、社会福祉施設等（ただし、「実
習施設・事業等Ⅱ」に限る）の実習指導者の要件として、介護福祉士実習指導者講習会（以下、
講習会）の受講が義務づけられた。講習会は、公益社団法人日本介護福祉士会の各支部をはじ
め、学校法人や株式会社などが実施しているが、講習会導入から８年目を迎えている今でも、
依然として受講希望者は少なくない状況にある。しかしその一方で、近年、受講者の低年齢化
とともに学修意欲・姿勢などに疑問を感じさせるケースが目立ってきている。消極的な受講
動機、課題の未提出、講義中の居眠りなどである。このような現状を踏まえ、私は、学修効果を
高められるような教授方法、並びに修了時の評価方法等について探究している。

介護福祉士実習指導者講習会の講師のほか、受講者の学修効果を高める
教授・評価方法に関する研究（共同研究）などには、積極的に協力します。

介護福祉士実習指導者講習会，教授方法，修了評価，実習指導者，
学修意欲・姿勢，学修効果

TEL.054-202-2676　FAX.054-202-2676

社会福祉学科　高木 剛

介護福祉士実習指導者講習会における教授及び評価
方法に関する研究
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